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人間環境大学岡崎キャンパス演習林 自然共生サイト登録への道

環境科学部 フィールド生態学科 学科長 立脇 隆文

mail : t-tatewaki@uhe.ac.jp



人間環境大学とは

初代学長の竹市明弘と学園理事であった

梅原 猛、心理学者である河合 隼雄が、

京都大学大学院人間・環境学研究科の理念

をもとに構想を練り、2000年4月に開学。

人間と環境 をキータームとし、

グローバル化、複雑化していく世界の現状を前に、

新しい学びの形を作り上げてきました。
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人間環境大学の構成

心理学部

看護学部

松山看護学部

多様化する現代社会の問題を
分析・解決する力を身につけ、
社会に貢献する

犯罪心理学科

生態系をみつめ、
人と自然の未来をまもる

データから環境問題を理解し
データにより解決に導く

環境データ
サイエンス学科

フィールド生態学科

環境科学部

■大府キャンパス（愛知県）

  看護学部

■松山道後キャンパス（愛媛県）

総合心理学部

看護学科 看護の精鋭としての
高度な知識とスキルを身につける

■ 岡崎キャンパス（愛知県）

「こころ」の働きと心理支援を学び、
現代社会の心の健康を担う

心理学科

大学院人間環境学研究科（修士課程）

■松山キャンパス（愛媛県）

松山看護学部 看護学科
大学看護でしか学べない、
時代が求める高度な知識・技術を育む

Creative!
文系？ 系？ 心理学。

大学院 
看護学研究科
（博士前期課程・博士後期課程）

大学院 
松山看護学研究科
（博士前期課程・博士後期課程）

総合心理学科
総合犯罪心理学科 3
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フィールド生態学科 環境データサイエンス学科

生態学や野外調査の手法を学び、
自然共生社会を目指す

人間社会と自然環境に関するデータを
収集分析し環境問題の解決を目指す

立脇隆文准教授

森岡伸介教授

横家将納教授

藤井芳一教授

久松定智講師

西田美紀准教授

藤井伸二准教授

神本祐樹教授

岡久雄二助教

中束明佳助教

江口則一講師
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類
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類
の
保
全

淡
水
魚
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保
全

海
生
哺
乳
類
の
行
動

海
水
魚
の
資
源
管
理

環
境
保
全
型
農
業

植
物
の
分
類

森
林
の
管
理

土
壌
の
分
析

水
質
の
分
析

薄井智貴教授

磯貝明教授

平山高嗣教授

山根卓二教授

谷地俊二准教授

小谷博光講師 谷川彩月講師 鬼谷美紀助教

を
使
っ
た
社
会
課
題
解
決

環
境
リ
ス
ク
の
評
価

企
業
行
動
を
分
析

環
境
経
済
学
を
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究

国
際
協
力
を
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進

地
域
課
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発
掘

多
文
化
共
生
を
考
究

自然、社会、情報の専門家が所属！

に
よ
る
情
報
の
可
視
化

IT AI



演習林

実習や研究の場
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標本作成 捕獲調査

自動撮影調査

オオルリ

アカネズミ

センサス調査

演習林で行われている実習



演習林で行われている実習

毎木調査

水質調査

土壌の機能調査



演習林×データサイエンス

• 任意の視点から演習林を調査

• 樹木の伐採など管理計画の可視化

MR技術を利用した今後の取り組み目標

MR（複合現実）を使った演習林のホログラム



生物多様性の価値の検討

人間環境大学の演習林の特徴

・  普通の森林（在来種）

・  一部の希少種が生息

・  教育に使用（文化的サービス）

申請プロセス

価値（1）公的機関等によって、生物多様性保全上の重要性が既に認められている場

価値（2）原生的な自然生態系が存する場

価値（3）里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場

価値（4）生態系サービスの提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健

全な生態系が存する場

価値（5）伝統工芸や伝統行事といった地域の伝統文化のために活用されている自然資源の供給

の場

価値（6）希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場

価値（7）分布が限定されている、特異な環境へ依存するなど、その生態に特殊性のある種が生

息生育している場又は生息生育の可能性が高い場

価値（8）越冬、休息、繁殖、採餌、移動（渡り）など、動物の生活史にとって重要な場

価値（9）既存の保護地域又は自然共生サイト認定区域に隣接する若しくはそれらを接続するな

ど、緩衝機能や連続性・連結性を高める機能を有する場 

環境教育センター長
谷地俊二先生



必要な情報の収集と整理

生物多様性の価値 土地の確認

動植物の一覧 管理・モニタリング計画

毎年行われている実習や、
卒業研究でクリアできそう

教員からは未知の世界・・・決まった！

申請プロセス

教員の研究や実習等の結果を
まとめればクリアできそう

価値（４）

価値（６）

価値（７）

☑

☑ ☑



土地の確認

法務局で登記簿確認

実は、分筆だらけだった！

実は、一部借地だった！

地理情報システム（GIS）で境界確定

もっとも大変な作業だった・・・

紙の登記簿の写真

境界を探して山を歩くなど
多くの時間を割くことに

内外の調整を試みたが、
結果として申請から除外した

申請プロセス



自然共生サイト登録へ！

自然共生サイトとなったことを機に、

・ 演習林の保全に力を入れていきたい

・ 教育活動に活用していきたい

・ 広報にも使っていきたい



ご清聴ありがとうございました

自然共生サイトへの登録が進み、よりいっそう自然と調和した
世界になることを願っています。
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【資料】環境省認定サイト一覧に公開されている情報
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